
（２） 幼年会
ようねんかい

の始
はじ

まり 

 ①鈴木利貞（すずきとしさだ）さんの生
お

い立
た

ち 

 ・１８８２年
ねん

（明治
め い じ

１５年
ねん

）、座間村
ざ ま む ら

河
かわ

原宿
らじゅく

 

（現
げん

座間市
ざ ま し

座間
ざ ま

二丁目
にちょうめ

）に誕生
たんじょう

。 

 ・家
いえ

は代々
だいだい

農業
のうぎょう

を営
いとな

んでいて、多少
たしょう

の田畑
た は た

や 

山林
さんりん

を持
も

つ自作農
じさくのう

であった。 

・ 幼
おさな

いころから体
からだ

が弱
よわ

かった。                  鈴木利貞さん 

・登
とう

下校
げ こ う

の途中
とちゅう

などで乱暴
らんぼう

な子
こ

にいじめられるのがこわく、登校
とうこう

を渋
しぶ

ることもあった。 

・読書
どくしょ

が好
す

きで、友達
ともだち

や学校
がっこう

の先生
せんせい

に本
ほん

を借
か

りて読
よ

んでいた。 

・座間
ざ ま

小学校
しょうがっこう

の高等科
こうとうか

を卒業後
そつぎょうご

、横浜
よこはま

の県立
けんりつ

第一
だいいち

中学
ちゅうがく

（現希望ヶ丘
げ ん きぼ うが お か

高校
こうこう

）二年生
にねんせい

の編入
へんにゅう

試験
し け ん

に

合格
ごうかく

し、入学
にゅうがく

。寮生活
りょうせいかつ

をしながら夜
よる

遅
おそ

くまで勉学
べんがく

につとめていた。 

・１８９９年
ねん

（明治
め い じ

３２年
ねん

）中学
ちゅうがく

三年生
さんねんせい

のとき、病気
びょうき

で体調
たいちょう

を崩
くず

し、勉強
べんきょう

を続
つづ

けるのが難
むずか

し

くなり退学
たいがく

した。 

 

「農家
の う か

になる者
もの

は、本
ほん

なんか読
よ

んでないで、働
はたら

きなさい」と言
い

われてしまう時代
じ だ い

でした。 

（今
いま

で言
い

えば「マンガなんか読
よ

んでないで勉強
べんきょう

しなさい」といったところ）利
とし

貞
さだ

さんの 

中学
ちゅうがく

への進学
しんがく

にはお父さんの強
つよ

い反対
はんたい

がありました。学校の先生やお母さんに、お父さんを説得
せっとく

してもらってまで進学
しんがく

した利
とし

貞
さだ

さんにとって、病気
びょうき

のための途中
とちゅう

退学
たいがく

は大
おお

きな挫折
ざ せ つ

でした。しかし、

小
ちい

さいころからたくさん本
ほん

を読
よ

み、そこから多
おお

くのことを学
まな

んだこと。不当
ふ と う

にいじめられ、つらい

思
おも

いをしたこと。学生
がくせい

時代
じ だ い

に座間
ざ ま

を離
はな

れ、寮生活
りょうせいかつ

を送
おく

ることで、自分
じ ぶ ん

をとりまく農村
のうそん

社会
しゃかい

を広
ひろ

い

立場
た ち ば

から見直
み な お

すことができたこと・・・。これらの経験
けいけん

が利
とし

貞
さだ

さんの、教育者
きょういくしゃ

としての 

強
つよ

い理念
り ね ん

を形作
かたちづく

っていったものと 考
かんが

えられます。 



②夜
よる

のお話
はな

し会
かい

が始
はじ

まる 

・利
とし

貞
さだ

さんが家に帰り、病気
びょうき

を治
なお

しながら家
いえ

で読書
どくしょ

をしたり、 畑
はたけ

で農作業
のうさぎょう

を手伝
て つ だ

っていたりし

ていると、近所
きんじょ

の子
こ

ども達
たち

が集
あつ

まってくるようになった。 

・集
あつ

まってくる子
こ

ども達
たち

に利
とし

貞
さだ

さんがいろいろな 話
はなし

を聞
き

かせてやると、「おもしろい」と評判
ひょうばん

に

なった。 

・少
すこ

し大
おお

きい子
こ

ども達
たち

のために、利
とし

貞
さだ

さんは夜
よる

に 話
はなし

を聞
き

かせた。 

・やがて行事化
ぎょうじか

し、利
とし

貞
さだ

さんの家
いえ

で主
おも

に農閑期
のうかんき

（秋
あき

の収穫
しゅうかく

が終
お

わり、農家
の う か

の仕事
し ご と

が 忙
いそが

しくな

くなった時期
じ き

）の土曜日
ど よ う び

の夜
よる

にお話
はな

し会
かい

が開
かい

催
さい

されるようになった。 

・この夜
よる

のお話
はな

し会
かい

が評判
ひょうばん

となり、利
とし

貞
さだ

さんの家
いえ

のある河原
か わ ら

宿
じゅく

地区
ち く

だけでなく、座間村
ざ ま む ら

全域
ぜんいき

の

地区
ち く

から多
おお

くの子
こ

ども達
たち

が集
あつ

まってくるようになった。 

 

 

もともと子
こ

ども好
ず

きであった利
とし

貞
さだ

さんは、子
こ

ども達
たち

に話
はなし

をせがまれると、「けんかをしないで

仲良
な か よ

くするなら」とか、「小
ちい

さい子
こ

はかわいがるんだよ」などと言
い

いながら 話
はなし

をしてあげまし

た。子
こ

ども達
たち

はけんかをすると 話
はなし

をしてもらえないので、ついついけんかがなくなり仲良
な か よ

くす

るようになっていきました。 

 大人
お と な

達
たち

は仕事
し ご と

に追
お

われ誰
だれ

も構
かま

ってくれない中
なか

、年
とし

の近
ちか

い利
とし

貞
さだ

さんは、子
こ

ども達
たち

にとってお兄
にい

さ

んのような存在
そんざい

でした。また、利
とし

貞
さだ

さんと一緒
いっしょ

にいれば、乱暴
らんぼう

な子
こ

にいじめられる心配
しんぱい

もな

い。友達
ともだち

とのけんかも公平
こうへい

に裁
さば

いてくれる。その上
うえ

おもしろい話
はなし

を聞
き

か 

せてくれる。子
こ

ども達
たち

にとって利
とし

貞
さだ

さんと一緒
いっしょ

に 

いることは、とても居心地
い ご こ ち

のよいものでした。 

 

 

 

 



 

少
すこ

し大
おお

きい子
こ

ども達
たち

は学校
がっこう

から帰
かえ

るとすぐに、農作業
のうさぎょう

や家
いえ

の手伝
て つ だ

いなどをしなければなりません

でした。幼
おさな

い子
こ

ども達
たち

から利
とし

貞
さだ

さんのことを聞
き

いて、自分
じ ぶ ん

達
たち

もおもしろい 話
はなし

を聞
き

きたい、と求
もと

め

る彼
かれ

らのために、利
とし

貞
さだ

さんは夜
よる

に仕事
し ご と

を終
お

えた近所
きんじょ

の子
こ

ども達
たち

を自宅
じ た く

に呼
よ

び、童話
ど う わ

や昔 話
むかしばなし

等
など

の本
ほん

を読
よ

んだり、お 話
はなし

をして聞
き

かせたりするようになりました。 

現代
げんだい

のようにテレビもゲームもマンガもない時代
じ だ い

です。本
ほん

も高価
こ う か

でなかなか手
て

に入
はい

らない中
なか

、

三国志
さんごくし

の英雄
えいゆう

の話
はなし

や一寸法師
いっすんぼうし

の物語
ものがたり

などに子
こ

ども達
たち

は夢中
むちゅう

になりました。 

やがて子
こ

ども達
たち

は自然
し ぜ ん

とこうした集
あつ

まりのことを「幼年会
ようねんかい

」と呼
よ

ぶようになりました。利
とし

貞
さだ

さん

の日記
に っ き

にも、 

「（明治
め い じ

３４年
ねん

）１月
がつ

１日
ついたち

 幼年
ようねん

会員
かいいん

を集
あつ

めておとぎばなしをしたり」 

「１月
がつ

６日
む い か

 ・・・・近所
きんじょ

の幼年
ようねん

会員
かいいん

集
あつ

まりたるゆえ、西遊記
さいゆうき

の一節
いっせつ

を話
はな

したり。子
こ

どもらへの

話
はなし

の材料
ざいりょう

とて山本
やまもと

君
くん

より借
か

りて来
き

たるなり」 

などと、「幼年会
ようねんかい

」という言葉
こ と ば

が出
で

てくるようになります。 

 なお、幼年会
ようねんかい

の始
はじ

まりについては、後年
こうねん

（昭和
しょうわ

１２年
ねん

）発行
はっこう

される幼年
ようねん

会報
かいほう

『さざれ石
いし

』の中
なか

で

利
とし

貞
さだ

さんが次
つぎ

のように書
か

いています。 

「今
いま

の会員
かいいん

諸君
しょくん

の知
し

っておられない 昔 話
むかしばなし

をして見
み

ますと、座間
ざ ま

に幼
よう

年会
ねんかい

が出来
で き

たのは 

明治
め い じ

三十三年
さんじゅうさんねん

で、其
そ

の年
とし

の会員
かいいん

は自分
じ ぶ ん

で『幼年会
ようねんかい

』と名
な

をつけて呼
よ

んだのであります。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③幼年会
ようねんかい

が座間
ざ ま

の各地
か く ち

にできる 

・②「夜
よる

のお話会
はなしかい

が始
はじ

まる」で、書
か

かれているようにして最初
さいしょ

にできたのが「河
かわ

原宿
らじゅく

幼年会
ようねんかい

」

であった。 

・利
とし

貞
さだ

さんは高等科
こうとうか

の生徒
せ い と

達
たち

に「どうか君
きみ

たちも自分
じ ぶ ん

の近所
きんじょ

の者
もの

たちで、この様
よう

な会
かい

を作
つく

っても

らいたい」と呼
よ

びかけた。（明治
め い じ

３４年
ねん

１月
がつ

） 

・そんな時
とき

、新田
しんでん

宿
じゅく

に発生
はっせい

した大火事
お お か じ

が飛
と

び火
ひ

して、河
かわ

原宿
らじゅく

の利
とし

貞
さだ

さんの家
いえ

も全焼
ぜんしょう

してしまっ

た。そのため、それまで利
とし

貞
さだ

さんの家
いえ

で行
い

っていた幼年会
ようねんかい

の集
あつ

まりも中断
ちゅうだん

した。（明治
め い じ

３４年
ねん

２月
がつ

） 

・そのため、入谷
い り や

、下宿
しもじゅく

、新田
しんでん

宿
じゅく

、栗原
くりはら

と、各地域
かくちいき

にそれぞれ幼年会
ようねんかい

ができ、利
とし

貞
さだ

さんはそこ

へも出
で

かけて話
はなし

をするようになった。 

 

 

 

このころになると、利
とし

貞
さだ

さんの呼
よ

びかけで、利
とし

貞
さだ

さんの話
はなし

を聞
き

くだけでなく、子
こ

ども達
たち

の中
なか

にも話
はなし

をする者
もの

が出
で

てきました。また、各地域
かくちいき

に幼
よう

年会
ねんかい

ができたことで、それまで遠
とお

くて参加
さ ん か

できなかっ

た小
ちい

さな子
こ

ども達
たち

も参加
さ ん か

するようになりました。この夜
よる

のお話
はな

し会
かい

は談話会
だんわかい

とも呼
よ

ばれました。 

 

 

 

④幼年会
ようねんかい

の約束
やくそく

と理想
り そ う

の社会
しゃかい

 

・小
ちい

さいころからいじめられがちだった利
とし

貞
さだ

さんは、子
こ

ども達
たち

に、「みんなが仲良
な か よ

くすることが

大切
たいせつ

だ。」と言
い

ってきかせていた。 

・けんかをすると楽
たの

しみにしているおもしろい 話
はなし

が聞
き

けないから・・・。初
はじ

めはそんな理由
り ゆ う

だ

ったかもしれないが、実際
じっさい

に仲良
な か よ

く過
す

ごしているうちに子
こ

ども達
たち

は利
とし

貞
さだ

さんの言
い

う「思
おも

いやり」

や「仲良
な か よ

く」ということの大切
たいせつ

さを理解
り か い

し始
はじ

めた。 



・そうして子
こ

ども達
たち

は「自分
じ ぶ ん

達
たち

、河
かわ

原宿
らじゅく

の子
こ

ども達
たち

だけでも弱
よわ

い者
もの

をいじめることをやめよう」

と 考
かんが

え、話
はな

し合
あ

い、柿
かき

の木
き

の下
した

のやぐらの上
うえ

で太鼓
た い こ

をたたいて遊
あそ

びながら、「これからは皆
みな

で

仲良
な か よ

くして・・・」ときめた。この「柿
かき

の木
き

の下
した

の誓
ちか

い」が後
のち

に河原
か わ ら

宿
じゅく

幼年会
ようねんかい

規則
き そ く

の中
なか

の幼年
ようねん

会員
かいいん

が守
まも

るべき約束
やくそく

となっていった。 

 

＜幼年会
ようねんかい

の約束
やくそく

＞（河
かわ

原宿
らじゅく

幼年会
ようねんかい

規則
き そ く

より） 

 

一、意地悪
い じ わ る

き事
こと

をせざる事
こと

。 

二、他人
た に ん

に対
たい

して悪口
わるぐち

をいわざること。 

三、喧嘩
け ん か

せざること。 

四、学校
がっこう

にて教
おし

えを受
う

けたる事
こと

は、郷党
きょうとう

 

の間
あいだ

においても 必
かなら

ず守
まも

るべきこと。 

五、年少者
ねんしょうしゃ

は年
ねん

長者
ちょうしゃ

を 敬
うやま

うべきこと。 

   六、年
ねん

長者
ちょうしゃ

は年少者
ねんしょうしゃ

を 労
いたわ

りいつくしむべきこと。 

 

 

 

 

・最
さい

初
しょ

の幼年
ようねん

会員
かいいん

だった少年
しょうねん

達
たち

は、小学校
しょうがっこう

卒業後
そつぎょうご

も利
とし

貞
さだ

さんの開
ひら

く夜学
や が く

に通
かよ

って勉強
べんきょう

を続
つづ

け

たり、みんなでいろいろなことについて話
はな

し合
あ

ったりしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 


